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米シェールオイル増産と OPEC の存在感 

原油価格（WTI 期近物）は地政学リスクの後退や米国の原油在庫増加を受けて下落

傾向を辿り、11 月末には 92 ドル台と約半年振りの安値となった。しかし 12 月に入る

と、米国でのパイプライン稼動による原油在庫減少期待や米 11 月分雇用統計の改善

を受けて、原油価格は上昇に転じた。12 月中旬以降は、①来年 1 月からの米国の量的

緩和縮小決定を受けて米景気の楽観的な見方が広がったこと、②南スーダンでの戦闘

激化による地政学リスクの高まり、を背景に原油価格は 99 ドル台に上昇している。 
 

 石油輸出国機構（OPEC）は 12 月 4 日の総会で生産目標（日量 3,000 万バレル）の

据え置きを決定した。OPEC 加盟国全体の生産量は 10 月以降ほぼ目標水準にあった

ことから、据え置きは広く予想されていた。最近では米国シェールオイルの生産拡大

が注目を集めており、OPEC の存在感は若干薄れている感が否めない。しかし、以下

にみる中長期展望では、米シェールオイル生産は 2020 年頃から減少すると予想され

ており、それに伴い OPEC の存在感も再び高まると見込まれる。 
米エネルギー情報局（EIA）が 12 月 16 日に発表した「Annual Energy Outlook 2014」

（速報版）では、シェールオイルの生産量は 2015 年にかけて拡大が続いた後、横這

いながらも高水準で推移するが、2021 年をピークに減少傾向を辿ると予想されている

（第 2 図）。また、OPEC の「World Oil Outlook 2013」（11 月 7 日発表）によれば、

2018 年頃まではシェールオイル増産に伴い OPEC に求められる生産量は減少するが、

2020 年以降はシェールオイル生産減少と OPEC 生産拡大が見込まれている。 
当面、OPEC は米シェールオイルの動向を睨みつつ、世界的な供給超過を避けるた

めに生産調整のタイミングを探っていくことになろうが、減産したリビアやイラン、

イラクの今後の生産回復も考慮する必要があり、加盟国の足並みが揃うには困難が予

想される。まずは、サウジアラビアが機動的に対応していくこととなろう。 
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（資料）Bloombergより三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

第1図：原油価格（WTI期近物）の推移
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（資料）米エネルギー省資料より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

第2図：米国のシェールオイル生産量の実績と見通し
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